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李
朝
初
期
の
駅
に
つ
い
て

竹

1要

礼

子

';t 
じ

め

突
通
・
通
信
網
の
整
備
と
掌
握
は
、
中
央
集
権
的
国
家
統
治
に
は
必
須
の
要
件
で
あ
り
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
た
め
に
採
用
さ
れ
る

の
が
駅
伝
制
度
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
朝
鮮
に
於
い
て
も
、
駅
伝
の
歴
史
は
古
く
新
羅
招
智
王
九
年
（
四
八
七
年
）
に
遡
り
、

高
麗
朝
に
入
っ
て
は
、
緊
要
の
度
合
に
応
じ
た
大
中
小
路
の
区
分
・
六
段
階
に
分
れ
る
各
駅
の
立
役
丁
数
の
設
定
・
館
駅
田
の
支
給
・

駅
道
と
館
駅
使
の
制
定
等
々
、
駅
伝
制
度
の
大
綱
が
整
え
ら
れ
（
h
F

こ
れ
ら
の
前
朝
に
定
め
ら
れ
た
制
度
の
多
く
を
李
朝
初
期
の
駅
が
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
新
王
朝
は
、
独
自
の
駅

伝
制
を
必
要
と
す
る
立
場
か
ら
、
当
然
、
駅
の
諸
改
革
を
実
行
し
た
害
で
あ
る
。
ま
た
、
李
朝
初
期
は
、
中
央
集
権
化
を
企
図
し
て
、

地
方
支
配
体
系
の
改
編
が
行
な
わ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
郡
県
制
改
革
の
結
果
、
外
宮
の
増
加
し
た
地
方
と
中
央
を
連
結
す
る
交
通
・

通
信
機
関
と
し
て
の
駅
の
重
要
性
は
高
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
高
麗
末
以
来
、
駅
の
凋
落
は
深
刻
化

し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
増
大
す
る
需
要
を
満
た
し
う
る
交
通
・
通
信
網
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
新
王
朝
に
と
っ
て
、

一
層
の
重

要
性
を
帯
び
た
、
当
面
の
急
務
と
言
い
う
る
事
業
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。



一
、
駅
の
機
能

2 

『
橋
演
植
録
』
等
の
経
世
の
書
を
通
じ
て
知

（

2
）
 

り
う
る
範
囲
の
制
度
面
に
限
ら
れ
、
ま
た
、
郡
県
制
の
面
か
ら
も
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
小
稿
で
は
、
対
象
と
す
る
期
聞
を
、

し
か
し
な
が
ら
、
李
朝
の
駅
に
関
す
る
研
究
は
、
従
来
、
法
典
類
や
『
牧
民
心
書
』
・

一
三
九
二
年
の
李
朝
建
国
時
か
ら
、
『
経
国
大
典
』
頒
行
に
よ
り
、
李
朝
の
諸
体
制
が
整
っ
た
成
宗
朝
の
末
年
ま
で
の
一
世
紀
に
限
定
し
、

ま
ず
、
李
朝
初
の
駅
の
果
し
た
機
能
と
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
経
済
的
・
人
的
基
盤
に
つ
い
て
言
及
し
、
次
い
で
、
こ
の
時
期
の
駅
に

見
ら
れ
る
変
化
を
、
郡
県
と
駅
と
の
関
係
の
変
化
・
駅
路
の
整
備
や
駅
道
の
改
編
に
表
わ
れ
た
国
家
の
駅
に
対
す
る
施
策
の
二
面
か
ら

見
、
中
央
集
権
化
の
動
き
が
、
駅
の
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
表
わ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

李
朝
初
に
は
、
全
国
に
約
五
百
ケ
所
の
駅
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
果
す
最
大
の
機
能
は
、
伝
命
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
法
に
は
、

郵
駅
と
い
う
言
葉
が
、
「
歩
侍
日
郵
、
馬
停
日
航
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
大
別
し
て
、
徒
歩
に
よ
る
伝
送
と
、

駅
馬
を
用
い
た
伝
送
の
二
種
が
あ
り
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
以
外
は
、
徒
歩
で
伝
送
さ
れ
た
。
中
央
政
府
か
ら
発
信
さ
れ
る
最
重
要
文

書
に
つ
い
て
は
、

兵
曹
啓
、
前
此
議
政
府
舎
人
司
刑
曹
司
憲
府
用
懸
鈴
移
文
各
道
、
其
徐
則
無
之
、
自
政
府
不
署
事
以
後
、
六
曹
及
漢
城
府
司
諌
院
、

並
皆
直
行
文
書
而
不
用
懸
鈴
、
只
盛
紙
質
印
封
送
子
本
曹
、
本
曹
不
知
事
之
緊
慢
、
故
不
用
懸
鈴
而
徒
以
其
文
侍
送
、
因
此
騨
吏

或
於
袖
裏
或
於
懐
中
挟
持
、
非
徒
汚
駿
遺
失
、
至
有
稽
留
不
停
、
甚
矯
未
便
、
請
自
今
上
項
各
司
、
分
公
事
煩
筒
、
各
造
懸
鈴
挟
板
、

刻
某
曹
某
司
懸
鈴
挟
板
、
如
有
行
移
文
字
、
則
随
事
之
緊
慢
、
盛
於
各
等
懸
鈴
、
書
護
送
日
時
、
移
子
本
曹
、
本
曹
亦
置
簿
後
、

停
騨
下
送
、
各
騨
亦
書
到
付
日
時
逓
送
、
終
到
慮
以
回
答
文
字
及
各
司
護
送
日
時
明
文
還
、
盛
懸
鈴
回
送
、
以
矯
永
式
、
従
む
）



と
い
う
よ
う
に
、
懸
鈴
移
文
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
文
書
を
板
に
挟
ん
で
鈴
を
付
け
、
早
馬
で
伝
送
す
る
方
法
で
、
緊

急
度
に
従
っ
て
等
級
を
分
ち
、
各
々
に
鈴
の
数
が
異
な
っ
た
。
又
、
右
の
記
事
よ
り
、
公
文
書
類
が
、
初
期
に
は
、
発
信
官
庁
（
六
曹
・

漢
城
府
・
司
諌
院
等
）
↓
議
政
府
↓
兵
曹
↓
各
駅
↓
受
信
地
と
い
う
系
路
で
伝
達
さ
れ
、
議
政
府
の
権
限
が
縮
少
さ
れ
た
以
後
は
、
発

信
官
庁
か
ら
兵
曹
へ
直
送
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
文
書
を
実
際
に
伝
達
す
る
の
は
、
駅
吏
と
呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
、
文

書
の
発
送
と
到
着
期
日
を
記
録
し
て
正
確
を
期
し
た
こ
と
等
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、
公
文
書
の
他
に
、
駅
を
通
じ
て
伝
送

さ
れ
た
も
の
に
、
地
方
か
ら
国
王
に
供
上
さ
れ
る
進
上
物
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
官
物
を
輸
送
す
る
た
め
、
駅
に
は
、
大
車
・
便
車
・
紅

李朝初期の駅について

輸
な
ど
の
車
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。

表

絵
馬
数
（
『
経
国
大
典
』
兵
典
、
駅
馬
条
）

駄馬 乗馬

ヱご主 下等平等エ等

大
君

3 3 0 1 

議政

正

2 3 0 1 品
以
上

口口口

1 2 0 1 
堂
上

ム，、

1 1 1 0 ~~ 
上

九

1 0 1 0 ~； 仁3

上

伝
送
と
並
ん
で
重
要
な
駅
の
機
能
は
立
馬
で
あ
る
。
駅
は
、
官
僚
・
軍
人
・
外
国
使
臣
の
往
来
に
駅
馬
を
提
供
し
た
。
表
1
は
、
『
経

国
大
典
』
所
載
の
給
馬
数
で
あ
る
。
駅
馬
を
使
用
す
る
に
当
っ
て
は
、
公
用
旅
行
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
馬
牌
を
携
帯
し
な
け
れ

3 

ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
証
想
を
用
い
る
方
式
は
、
既
に
高
麗
時
代
か
ら
行
な
わ
れ
て
お
り
、
李
朝
も
、
建
国
直
後
の
太
祖

（

5
）
 

朝
に
は
、
前
朝
の
馬
牌
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
太
宗
十
年
（
一
四
一

O
年
）
以
降
は
、



4 

躍
曹
詳
定
鋪
馬
起
護
之
制
、
議
政
府
移
文
兵
曹
、
兵
曹
給
起
馬
文
字
、
出
使
人
員
進
承
政
院
受
馬
牌
奮
例
也
、
：
・
兵
曹
啓
、
今
改

造
馬
牌
、
不
可
侃
用
供
騨
署
印
、
若
刻
王
旨
二
字
、
亦
非
騨
吏
所
嘗
側
、
若
用
主
掌
兵
曹
印
信
為
験
、
似
矯
得
宜
、
従
お
）

と
い
う
よ
う
に
、
李
朝
独
自
の
馬
牌
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
駅
馬
の
使
用
に
関
す
る
制
隈
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
は
、
右
の
馬

牌
発
給
手
続
の
繁
雑
さ
か
ら
も
推
測
し
う
る
が
、

そ
の
使
用
状
況
は
、
各
駅
か
ら
毎
月
、
兵
曹
に
報
告
・
点
検
さ
れ
た
。

伝
送
・
立
馬
に
次
い
で
駅
の
持
つ
第
三
の
機
能
は
、
通
行
者
の
取
締
り
で
あ
一
匁
犯
罪
者
の
護
送
、
流
移
者
の
捕
獲
等
が
、

その目一ハ

体
的
業
務
で
あ
っ
た
。

二
、
釈
の
経
済
的
・
人
的
基
盤

先
に
見
た
よ
う
な
諸
機
能
を
果
し
う
る
よ
う
、
駅
に
は
、
数
種
の
駅
田
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。
駅
田
の
種
類
に
は
、
大
別
し
て
、
官

屯
田
・
鷹
田
の
二
種
が
あ
り
、
康
田
は
、
公
須
田
（
使
客
の
接
待
費
に
あ
て
る
田
）
・
長
田
（
駅
長
の
給
与
に
あ
て
る
田
）
・
副
長
田
（
副

駅
長
の
給
与
に
あ
て
る
田
）
・
急
走
田
（
急
走
者
の
給
与
に
あ
て
る
田
）
・
馬
田
（
駅
馬
の
購
入
費
に
あ
て
る
田
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

（

8
）
 

公
須
田
に
は
大
中
小
路
の
別
に
よ
り
、
馬
田
に
は
大
中
小
馬
の
別
に
よ
り
、
支
給
額
に
差
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
駅
田
の
耕
作
者
で
あ
り
、
実
際
に
、
駅
の
業
務
遂
行
に
あ
た
る
の
は
、
駅
吏
・
駅
奴
稗
と
呼
ば
れ
る
駅
民
で
あ
っ
た
。
駅

（

9
）
 

吏
は
、
「
各
道
騨
吏
受
田
而
備
馬
、
無
他
倍
役
、
韓
輸
宮
物
乃
其
職
也
」
と
あ
る
如
く
、
信
役
を
免
除
さ
れ
、
駅
務
に
専
念
し
た
。
彼

ら
に
は
、
「
命
各
道
各
官
分
其
民
戸
貧
富
強
弱
以
給
助
戸
、
：
・
一
、
騨
吏
水
枯
干
一
二
結
以
下
給
同
類
奉
足
二
戸
、
一
二
四
結
以
上
不
給
、

（
印
）

：
・
凡
諸
奉
足
戸
皆
用
二
三
結
以
下
者
、
不
許
用
四
五
結
以
上
者
」
と
い
う
よ
う
に
、
駅
吏
中
の
比
較
的
貧
し
い
者
が
奉
足
戸
と
し
て
割

り
当
て
ら
れ
て
い
た
が
、
奉
足
と
は
、
立
役
者
に
財
政
的
援
助
を
与
え
て
、
そ
の
立
役
の
安
定
を
図
っ
た
も
の
で
、
保
と
も
称
さ
れ

mv



駅
吏
へ
の
給
保
は
、
こ
の
よ
う
に
、
駅
吏
を
以
て
駅
吏
の
保
と
す
る
場
合
以
外
に
、

兵
曹
嬢
忠
清
道
観
察
使
金
良
敬
啓
本
啓
、
第
一
一
傑
、
騨
吏
妹
夫
女
婿
雇
工
及
騨
皇
居
住
平
民
減
軍
役
助
役
事
、
平
民
己
皆
作
保
、

而
今
以
館
騨
助
役
除
軍
、
則
樺
軍
役
投
騨
者
必
多
、
知
此
則
軍
額
日
減
、
不
可
施
行
、
但
居
騨
里
無
役
者
及
騨
吏
同
居
如
妹
夫
女

婿
雇
工
、
除
他
役
専
委
助
船
）

と
い
う
よ
う
に
、
駅
里
に
居
住
す
る
民
戸
・
駅
吏
の
同
居
妹
夫
及
び
女
婿
・
雇
工
を
保
に
定
め
る
場
合
も
あ
っ
た
。
駅
吏
は
、
身
分
上

そ
の
身
分
と
役
は
父
子
相
伝
で
世
襲
さ
れ
（
思

は
良
民
で
あ
る
が
、
負
う
役
が
賎
民
で
あ
る
「
身
良
役
賎
」
層
に
属
し
、

李朝初期の駅について

駅
奴
蝉
は
、
公
賎
の
一
種
で
あ
り
、
『
経
国
大
典
』
、
巻
五
、
刑
典
、
外
奴
舛
僚
に
は
、

上
等
駅
五
十
名
、
中
等
駅
四
十
名
、
下
等
駅
三
十
名

と
、
各
駅
ご
と
の
定
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
駅
奴
嫌
に
は
、
転
運
奴
牌
・
助
役
奴
縛
・
急
走
奴
牌
の
三
種
が
あ
っ
た
が
、
各
々
に

冠
せ
ら
れ
た
名
称
は
、
そ
の
主
務
と
す
る
と
こ
ろ
に
依
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
奴
縛
に
も
、

轄
運
奴
牌
急
走
奴
牌
、
己
令
三
丁
矯
二
戸
、
給
轄
運
奴
牌
口
分
田
五
十
ト
・
急
走
奴
縛
一
結
、
然
其
戸
首
所
耕
尚
且
不
足
、
況
其

奉
足
羽
）

又

戸
曹
擦
京
畿
監
司
閥
啓
、
青
郊
・
校
狽
両
騨
助
役
奴
子
、
依
他
騨
轄
運
奴
子
例
、

一
名
給
田
五
十
日

と
あ
る
知
く
、
自
己
の
生
計
に
資
す
る
た
め
の
口
分
田
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
立
役
の
形
態
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

『
世
宗
実
録
』
、
巻
九
、
二
年
八
月
戊
申
条
の

5 

刑
曹
啓
、
各
騨
輔
運
奴
縛
、
京
畿
良
才
・
築
生
・
駒
興
・
迎
曙
・
碧
蹄
・
馬
山
・
東
披
・
招
賢
・
青
郊
等
九
騨
各
給
士
戸
、
正
役



6 

一
名
・
奉
足
二
名
井
二
百
七
十
名
、
倣
又
守
騨
二
十
戸
、
緑
揚
・
安
奇
・
梁
文
・
田
原
・
脊
好
・
加
川
・
金
嶺
・
江
原
道
生
安
・
忠

清
道
佐
賛
・
分
行
・
無
極
・
用
安
・
成
歓
・
新
恩
等
十
四
騨
各
八
戸
、
正
役
一
名
・
奉
足
二
名
井
三
百
九
十
六
名
、
忠
清
道
丹
月
・

安
富
・
連
原
・
黄
江
・
守
山
・
長
林
・
長
楊
・
台
郎
・
栗
峯
・
鯵
一
樹
・
徳
留
・
増
若
・
金
蹄
・
贋
程
・
日
新
・
敬
天
・
平
川
等
十

と
な
っ
て
、
総
数
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
文
、
奉
足
と
は
既
に
見
た
如
く
立
役
者
に
財
政
的
援
助
を
与
え
、

そ
の
ム
ぷ

七
騨
各
六
戸
、
正
役
一
名
・
奉
足
二
名
井
三
百
六
名
、
黄
海
道
初
面
残
枯
・
金
郊
及
新
設

水
枯
、
亦
依
上
項
例
、
量
給
奴
牌
、

従
之
。

と
い
う
記
事
よ
り
、
そ
の
手
懸
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
中
の
コ
戸
」
が
、
先
に
、
奴
牌
へ
の
給
田
単
位
と
し
て
表
わ
れ
た
も
の

と
同
一
で
あ
る
こ
と
は
一
戸
H
三
名
と
し
て
右
の
記
事
を
数
式
化
す
れ
ば
、

ω良
才
駅
以
下
九
駅

ニ
全
戸
〉
〈
十
胃
領
×
九
駅
H

二
百
七
十
名

同
鯵
（
守
駅
以
下
十
五
駅

三
全
戸
×
二
十
戸
板
×
一
駅
＋
コ
z
d
F
×
八
戸
板
×
十
四
駅
H
三
百
九
十
六
名

同
丹
月
駅
以
下
十
七
駅

ニ
全
戸
×
六
冒
領
×
十
七
駅
H
一
二
百
六
名

役
を
助
け
る
制
度
で
あ
り
、
奴
牌
の
場
合
も
同
類
を
以
て
奉
足
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
先
出
の
奴
舛
へ
の
給
田
記
事
に
、

奉
足
と
対
比
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
戸
首
と
は
、
正
役
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
正
役
一
名
奉
足
二
名
」
と
は
、

戸
内
の
内
訳
を
い
っ
た
も
の
と
解
釈
で
き
、
「
戸
」
は
、
給
田
単
位
で
あ
る
と
同
時
に
、
立
役
単
位
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、



駅
奴
縛
は
、
三
丁
か
ら
成
る
戸
を
形
成
し
、

そ
れ
を
通
じ
て
田
を
支
給
さ
れ
、
三
丁
中
一
丁
は
、
転
運
・
急
走
・
助
役
の
任
に
当
り
、

残
り
の
こ
丁
は
、
奉
足
と
し
て
、
立
役
奴
牌
を
補
助
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
駅
吏
・
駅
奴
稗
は
、
元
来
、
駅
を
本
籍
と
し
、
世
襲
的
に
駅
役
を
負
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
者
で
あ
る
柿
｝
こ
の

よ
う
な
本
来
の
駅
属
者
以
外
に
も
、
特
例
と
し
て
、
駅
役
に
充
定
せ
ら
れ
る
者
が
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
例
が
、
平
安
道
の
館
軍
で

李朝初期の駅について

あ
る
。
平
安
道
は
、
中
国
と
の
使
臣
往
来
の
経
路
に
あ
た
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
駅
吏
数
が
少
な
く
、
駅
務
の
遂
行
上
支
障
を
来
し
た
た
め
、

前
此
、
館
路
諸
騨
、
令
諸
邑
郷
吏
、
一
年
相
逓
立
馬
（
稽
郷
戸
讐
阜
、
因
此
諸
邑
凋
弊
、
在
辛
巴
年
定
正
兵
富
賓
人
、
構
軍
戸
館
野
）

と
い
う
よ
う
に
、
郷
吏
や
軍
戸
に
輪
番
で
立
馬
さ
せ
る
策
を
と
っ
一
mv
ま
た
、
こ
の
館
軍
の
補
助
と
し
て
補
充
軍
を
駅
に
定
属
さ
せ
、

館
夫
と
称
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
駅
民
以
外
が
、
駅
の
業
務
を
遂
行
す
る
例
と
し
て
、
日
守
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

兵
曹
神
戸
A
7
嬢
京
畿
忠
清
道
程
騨
察
訪
呈
、
道
掌
各
騨
使
客
煩
多
而
日
守
両
班
酪
舘
藷
諒
閥
、
或
三
四
名
、
或
五
六
名
、
凡
事

不
能
支

と
い
う
よ
う
に
、
駅
の
街
前
で
あ
り
、
駅
の
近
辺
に
居
住
す
る
者
を
以
て
こ
れ
に
充
て
、
主
に
、
使
客
の
迎
送
を
行
な
わ
せ
た
。
日
守

に
は
、
定
数
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
大
路
駅
は
二
十
名
、
中
路
駅
は
十
五
名
、
小
路
駅
は
十
名
が
、
各
々
置
か
れ
て
い
領

、
郡
県
と
駅
と
の
関
係
の
変
化

高
麗
の
駅
は
、
単
に
蕊
遁
施
設
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
府
・
州
・
郡
・
県
と
同
じ
く
、
独
自
の
土
地
と
戸
口
を
持
つ
行
政

単
位
で
あ
り
、
駅
内
に
は
、
そ
こ
に
居
住
す
る
姓
氏
集
団
を
基
礎
に
し
て
構
成
さ
れ
る
政
治
機
構
（
駅
司
）
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
周

知
の
如
く
、
高
麗
の
郡
県
制
は
、
階
層
的
・
身
分
的
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
中
央
か
ら
地
方
官
の
派
遣
さ
れ
る
府
・
州
・
郡
・
県
（
以

7 

下
主
臣
と
称
す
）
と
地
方
官
の
派
遣
が
な
く
、
主
邑
に
所
属
す
る
属
郡
・
属
県
・
部
曲
等
（
以
下
属
目
と
称
す
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
両
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者
は
、
各
々
の
巴
司
を
構
成
す
る
主
巴
の
郷
吏
と
属
邑
の
郷
吏
と
の
支
配
服
属
関
係
を
媒
介
に
し
て
結
び
つ
い
て
い
た
が
、

そ
の
v

つ

ち
駅
は
後
者
の
部
類
に
入
る
行
政
区
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
駅
は
、
そ
の
主
邑
で
あ
る
郡
県
の
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、

（幻）

駅
の
カ
役
は
、
駅
が
属
し
た
郡
県
の
力
役
を
果
す
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ
た
。

と
い
う
よ
う
に
、
使
客
支
待
の
場
と
し
て
、
特
殊
な
職
能
を
持
つ
緊
落
で
あ
る
駅
を
必
要
と
し
て
い
た
。
又
、

一
方
で
、
騨
の
側
も
、

高
麗
後
半
期
か
ら
李
朝
初
に
か
け
て
、
属
巴
の
多
く
は
、
独
立
し
た
郡
県
に
昇
格
し
た
り
、
主
巴
を
構
成
す
る
行
政
村
と
し
て
嘗
て

の
主
巴
に
吸
収
さ
れ
た
。
駅
も
館
駅
使
の
派
遣
、
駅
田
の
支
給
な
ど
、
王
朝
体
制
の
内
部
に
と
り
こ
ま
れ
る
動
き
を
み
せ
た
が
、
主
邑

と
の
属
関
係
は
従
来
通
り
保
た
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
中
の
殆
ど
す
べ
て
の
郡
県
に
、

そ
の
属
駅
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
駅
が
消
滅
せ
ず
、
又
、
主
巴
と
の
属
関
係
も
保
た
れ
た
原
因
は
、
駅
の
果
し
た
機

能
の
特
殊
性
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
郡
県
は

本
郡
（
永
安
道
高
原
郡
引
用
者
）
在
於
一
隅
、
四
境
居
民
以
調
訟
倍
賦
赴
官
者
、
道
路
遠
近
不
問
、
且
輿
通
達
騨
相
距
二
十
絵
里
、

常
支
待
使
客
於
此
臨
時

京
畿
碧
蹄
以
西
各
騨
、
公
康
不
足
、
器
皿
未
備
、
故
毎
首
朝
廷
使
臣
来
往
之
時
、
各
騨
分
属
各
官
、
専
掌
供
億
、
雄
首
農
月
、
僕

賓
之
具
供
帳
之
資
、
或
負
或
駄
、
絡
緯
於
道
、
問
其
所
居
則
皆
遠
慮
州
郡
之
民
也
、
臣
再
承
問
種
之
任
、
目
撃
其
事
、
今
置
察
訪

騨
吏
、
完
護
鋪
馬
充
等
事
、
己
略
施
行
、
使
客
支
待
之
事
、
力
未
及
眠
中
）

と
い
う
よ
う
に
、
単
独
で
は
、
使
臣
応
接
の
役
を
果
し
き
れ
ず
、
主
邑
の
援
助
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
両
者
の
相
互
依
存
関
係
が
、
駅

と
主
自
の
属
関
係
を
存
続
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
属
関
係
は
、
高
麗
時
代
の
よ
う
に
、
主
邑
の
巴
司
を
構
成
す
る
郷
吏
と
属
駅
の
駅
司
を
構
成
す
る
駅
吏
と
の
支
配



服
属
関
係
を
媒
介
と
す
る
よ
う
な
強
固
な
関
係
と
同
一
物
と
は
み
な
せ
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
駅
司
の
存
在
自
体
が
疑
わ
し
く
、
ま
た
、

仮
に
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
、
嘗
て
の
姓
氏
集
団
を
背
景
と
す
る
駅
内
の
政
治
機
構
で
は
な
く
、
交
通
施
設
と
し
て
の
駅

が
必
要
と
す
る
公
用
雑
務
の
処
理
機
関
と
し
て
の
地
位
に
没
落
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
前
十
そ
の
端
的
な
例
が
、
駅
司
の

長
で
あ
る
駅
長
の
性
格
の
変
化
で
あ
る
。
『
端
宗
実
録
』
巻
十
四
、
一
二
年
（
一
四
五
五
）
五
月
壬
成
条
に
は
、

議
政
府
擦
兵
曹
呈
啓
、
：
・
諸
騨
長
副
長
不
揮
賢
否
徒
以
年
高
者
差
之
、
故
紀
綱
陵
夷
、
漸
至
残
弊
、
請
自
A
7
以
勤
倹
能
幹
人
為
長

副
長
、
依
黄
海
道
七
枯
例
、
鋳
給
半
印
、
使
治
嘗
行
公
事
、
従
之
、

李朝初期の駅について

と
あ
っ
て
、
既
に
実
質
の
な
い
名
誉
職
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
駅
長
・
副
駅
長
に
、
新
た
に
公
務
を
分
担
さ
せ
る
策
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。こ

の
よ
う
に
、
駅
が
郡
県
に
属
す
と
い
う
関
係
は
従
来
通
り
存
在
し
た
が
、
両
者
を
結
ぶ
紐
帯
は
、
嘗
て
の
よ
う
な
郷
吏
駅
吏
の

人
的
関
係
か
ら
、
駅
の
機
能
に
起
因
す
る
両
者
の
相
互
依
存
関
係
へ
と
推
移
し
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ど
の
よ

う
な
駅
と
主
邑
の
属
関
係
の
稀
薄
化
は
、
後
述
す
る
国
家
の
駅
に
対
す
る
施
策
の
遂
行
に
有
利
な
状
況
を
提
供
し
た
と
思
わ
れ
る
。

四
、
国
家
の
駅
に
対
す
る
施
策

李
朝
の
駅
に
対
す
る
施
策
を
辿
れ
ば
、
先
、
す
、
建
国
と
同
時
に
、
太
担
は
、
公
用
以
外
の
駅
の
使
用
を
厳
に
禁
じ
る
一
方
、
各
駅
道

に
は
、
駅
丞
を
配
備
し
、
中
央
で
は
、
兵
曹
に
郵
駅
を
掌
ら
し
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
次
い
で
、
太
宗
五
年
（
一
四

O
五
年
）
、
六

曹
に
三
司
が
置
か
れ
た
際
に
、
兵
曹
に
も
武
選
・
乗
輿
・
武
備
司
が
設
け
ら
れ
、
郵
駅
は
乗
輿
司
の
職
掌
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
十
年
（
一

9 

四一

O
年
）
に
は
、
先
に
見
た
馬
牌
の
改
鋳
と
発
給
方
法
の
詳
定
が
あ
り
、
十
五
年
（
一
四
一
五
年
）
に
は
、
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兵
曹
上
各
騨
里
数
啓
目
啓
目
、

A
7
准
中
朝
里
数
、
以
周
尺
六
尺
為
一
歩
、
毎
三
百
六
十
歩
矯
一
里
、
以
此
打
量
、
・
：
巳
上
三
十
里

為
一
息
、
：
・
臣
等
参
詳
各
道
各
騨
息
数
、
相
距
或
退
或
近
、
凡
差
護
期
限
、
預
定
為
難
、
請
令
各
道
、
以
上
項
尺
敷
歩
数
、
量
定

里
息
、
毎
十
里
置
小
標
、
一
一
干
里
置
大
標
、
或
積
石
積
土
ミ
各
従
其
便
為
之
何
如
、
依
…
山
）

と
、
全
国
の
諸
駅
間
の
距
離
を
測
定
し
、

一
定
距
離
ご
と
に
道
標
を
設
置
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
が
、
正
確
な
駅
間
距

離
を
知
り
、
計
画
的
な
差
発
を
可
能
に
す
る
と
い
う
意
図
の
下
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
右
の
記
録
よ
り
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、

こ
れ
は
、
ま
さ
に
、
全
国
の
通
信
・
交
通
網
を
具
体
的
に
整
備
・
掌
握
す
る
前
提
と
な
る
措
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
李
朝
初
期
の
駅
に
加
え
ら
れ
た
国
家
の
諸
施
策
を
駅
の
新
設
・
再
建
・
合
併
・
移
動
・
移
属
な
ど
、
個
々
の
駅
の
整
備
と
、

複
数
の
駅
の
集
合
体
で
あ
る
駅
道
の
改
編
と
い
う
二
面
か
ら
見
て
ゆ
き
、

そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
駅
の
阜
盛
・
交
通
上
の
便
宜
に
沿
っ
た

駅
路
の
整
備
・
国
家
の
駅
に
対
す
る
掌
握
力
の
強
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

）
 
1
 
（
 
駅
の
新
設
・
再
建

世
宗
十
四
年
（
一
四
三
二
年
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
世
宗
実
録
』
地
里
志
に
記
載
さ
れ
た
諸
駅
の
う
ち
、
李
朝
初
に
新
設
さ
れ
た
り
、

再
建
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
駅
は
表
2
の
知
く
、
二
十
四
駅
を
数
え
（
令
ま
た
、
同
地
理
志
中
に
は
、
「
新
駅
」
と
呼
ば
れ
る
駅
が

四
十
一
駅
発
見
で
き
る
が
、
『
高
麗
史
』
駅
枯
条
に
記
載
さ
れ
た
全
国
の
駅
中
、
新
駅
と
は
道
州
県
と
安
戎
県
の
新
駅
が
二
例
あ
る
の

み
で
あ
る
か
ら
、
上
記
の
四
十
一
駅
は
、
成
立
年
代
は
不
明
な
が
ら
、
こ
れ
も
や
は
り
、
李
朝
初
に
新
設
若
し
く
は
再
建
さ
れ
た
駅
と

（幻）

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
す
れ
ば
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
所
載
の
五
二
五
駅
中
、
少
な
く
と
も
一
割
の
駅
が
李
朝
初
に
設
け
ら
れ
た
も

の
と
な
る
。
さ
ら
に
、
全
羅
道
の
烏
林
・
新
安
両
駅
・
戚
吉
道
慶
源
府
寧
北
鎮
の
四
枯
・
黄
海
道
金
洞
駅
等
の
よ
う
に
、
地
理
志
中
に



（
お
）

説
明
は
な
く
て
も
現
実
に
は
こ
の
時
期
に
再
建
乃
至
新
設
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
駅
や
、
新
設
は
さ
れ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
廃
止
さ
れ
た

た
め
に
、
駅
名
が
残
ら
な
か
っ
た
戚
吉
道
戚
原
崎
の
よ
う
な
駅
も
あ
り
、
ま
た
、
当
然
な
が
ら
、
地
理
志
編
纂
後
に
新
設
・
再
建
さ

（
初
）

れ
た
駅
も
あ
る
た
め
、
実
際
に
は
、
李
朝
初
期
に
新
設
・
再
建
さ
れ
た
駅
は
、
上
記
六
十
二
駅
を
上
ま
わ
る
筈
で
あ
る
。

表
2 

『
世
宗
実
録
』
地
理
志
に
み
え
る
新
設
・
再
建
駅

李朝初期の駅について

京 道
黄海 慶尚 忠清

畿 名

恩県新遂安岳安瑞輿 真宝河礼県安 城結瑞山扶総県庇仁 藍浦県告川予木川 州牧清
陰

県県陽
竹

郡郡議都府
県郡県郡県

県留春
駅

坪所住緩真木
新新新 海豊龍青藍豆延春命長
駅駅駅 門田固化田谷 駅

駅駅駅新 駅駅駅駅駅駅駅駅
輿
駅

名

太祖五 太祖我 靖王恭 恭靖王
太翌亥設 本朝太祖丙 本靭太祖丙

我茸国倭倉太家元我太我靖恭王 本
本

太 太宗マプ浄ミ 太 朝 事H
主主 宗甲午 宗戊 太

太
丙年六庚二 乙 巳二祖 と刀ヌきじて， 

（末流亡塁巳（（ー（子年己 五（子 丁丑年 （辰ー 庚辰年 （子子
年辛巳（（  一 （一四一卯丙年

一（四（
四事恭靖王 四一四（子 事庁三一o-九一一
一五 O四 一年四年三 O八ー三（一九三 O 四 五九九

（ 

六九年 O 年六六 年 一 ）年九三 四
年七 ~o年 ）年年 ）始置 灰店）年）始置始置）始置 九年 九六

。
設）年始置 始置 ） ） 

始置 ） ） 更始 ）年 年
始置 始置

始置 始置 一置 始） ） 

四 置即 始置C 長。年 池

基緯古 再
復
置

新、

飴革
置

置

美

勝熊得
駅

騨
以
属
之

11 



12 

江
威吉 平安

原

瑞JII 州吉牧 州吉州吉 1文,, 郡原j胃郡j原胃
郡 牧牧郡

谷姑口 雄駅平 嶺東駅 原駅明 宗駅高

主主 和親駅
駅

士上A 太宗我午甲我我 ，刀世d，て 刀，世＝さzて， 和在Iii 
辛丑王寅 太祖戊寅 太祖五

十七年 十五年
勝

（ （ 丙年
（（  

太宗本朝四四一一子 （（  
一一四二（
一二一九一 四四
年年年四八三 四五三四））  年九

年壬
始置 始置 ））  六 年年

始置 始置）年 午

始置 始置
（ 

四。
年

始置

こ
の
よ
う
な
駅
の
新
設
・
再
建
は
、
具
体
的
に
は
、
既
存
の
駅
の
駅
吏
を
新
設
駅
に
移
動
さ
せ
る
形
を
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
中

に
は
、
合
排
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
元
来
は
、
駅
役
を
課
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
者
を
、
駅
に
つ
け
る
場
合
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
、
駅
の
新
設
・
再
建
が
、
何
を
目
的
と
し
て
い
た
か
は
、
各
々
の
駅
の
設
立
経
緯
の
中
で
、
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
一
例
を
江
原
道
の
諸
駅
に
見
る
と
、

大
抵
置
騨
、
固
宜
量
道
途
遠
近
、
市
本
道
諸
騨
自
三
捗
史
直
騨
抵
臨
渓
騨
八
十
徐
里
、
自
横
城
葛
豊
騨
抵
白
冬
騨
九
十
里
、
自
原

州
安
昌
騨
抵
白
冬
騨
七
十
絵
里
、
皆
無
人
之
地
、
非
徒
馬
力
因
襲
、
風
雪
日
短
之
時
、
行
旅
無
投
宿
慮
、
於
三
捗
大
嶺
底
四
十
絵
里
、

及
葛
豊
・
白
冬
南
騨
中
央
設
一
騨
、
安
富
・
白
冬
雨
騨
中
央
設
一
騨
、
為
慌
）

と
い
う
ご
と
く
、
既
存
の
駅
が
距
り
す
ぎ
て
い
る
た
め
、
駅
吏
・
駅
馬
が
長
距
離
を
往
来
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
駅
の
疲
弊
を

招
き
や
す
く
、
又
、
通
行
者
に
も
不
便
で
あ
る
と
い
う
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。



(2) 

駅
の
合
併

『
世
宗
実
録
』

地
理
志
中
、
二
駅
以
上
を
合
わ
せ
て
一
駅
と
し
た
こ
と
が
判
る
の
は
、

李朝初期の駅について

①
京
畿
道
鉄
原
都
護
府
豊
田
騨
山
川
正
駐
…
3
F駐
車
醐
楓

②
忠
清
道
瑞
山
郡
豊
田
騨
…
盟
国
倭
一
隷
虻
防
鯖
…
一
躍
一
駈
誠
一
灰

③
江
原
道
准
陽
都
護
府
新
安
騨
桝
一
鰐
概
区
一
一
世
駐
司
自
脱
出
則
投

④
江
原
道
金
城
県
昌
道
騨
瓶
露
、
・
叫
U
E批
組
討
中
宮

⑤
江
原
道
金
化
県
生
昌
騨
齢

Jι
一一昨一郎紀州…都

⑥
戚
吉
道
永
興
大
都
護
府
和
原
騨
駐
有
特
許
抱
一
剛
一
一

⑦
戚
吉
道
慶
源
都
護
府
懐
緩
枯
古
名
寓
居
、
古
有
時
原
・
雄
丘
・
江
陽
等

三
泊
、
被
賊
離
散
、
我
太
宗
庚
寅
合
属
、

の
七
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

①
・
③
・
④
・
⑤
は
、

松
林
牒
之
桃
源
・
長
漏
鯨
之
白
嶺
・
漣
川
牒
之
玉
渓
・
織
原
府
之
龍
湾
・
豊
川
・
金
化
勝
之
都
昌
等
六
騨
、
幽
僻
斜
路
、
使
客
稀

少
、
：
・
其
豊
泉
騨
合
於
田
原
騨
稿
豊
田
、
都
昌
騨
合
於
生
安
騨
稽
生
昌
、
・
：
又
金
城
勝
之
通
道
騨
於
熊
昌
騨
稽
昌
道
、
一
治
陽
府
之

新
揚
騨
合
於
東
安
騨
構
新
茄
）

と
い
う
経
緯
で
成
立
し
た
が
、
こ
れ
は
、
有
閑
の
駅
を
他
駅
に
合
属
さ
せ
る
措
置
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
類
似
し
た
例
に
、
尚
州
の
三
駅

の
例
が
あ
る
。
『
世
宗
実
録
』
、
巻
十
七
、
五
年
三
四
二
三
）
七
月
丁
未
条
に
は
、

13 

尚
州
洛
西
・
常
平
・
龍
山
等
三
騨
、
使
客
往
来
稀
少
、

日

又
無
文
書
逓
送
等
事
、
洛
陽
・
洛
平
等
駅
、
使
客
絡
緯
、
轄
輸
不
絶
、

漸
凋
敵
、
請
合
洛
西
子
洛
陽
騨
、
龍
山
・
常
平
子
洛
平
騨
、
従
之



に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
又
、
こ
の
他
に
も
、
駅
の
分
布
が
特
に
欄
密
で
あ
っ
た
慶
尚
道
で
は
、
多
す
ぎ
る
駅
を
淘
汰
し
、

（
お
）

力
を
強
化
す
る
策
が
採
ら
れ
て
い
る
。

一
駅
当
り
の

14 

と
あ
っ
て
、
駅
と
し
て
の
重
要
性
が
乏
し
か
っ
た
洛
西
・
常
平
・
竜
山
駅
が
、
駅
務
が
繁
雑
で
、
凋
落
を
招
き
や
す
い
洛
陽
・
洛
平
駅

以
上
の
諸
例
か
ら
も
判
る
如
く
、
駅
の
合
併
は
、
立
地
の
如
何
に
よ
り
生
じ
た
各
駅
の
残
盛
度
と
重
要
度
の
差
に
着
目
し
、
不
用
の

駅
を
、
交
通
の
要
地
に
位
置
す
る
駅
や
、
凋
落
が
激
し
い
駅
な
ど
、
補
助
を
必
要
と
す
る
駅
に
吸
収
さ
せ
、

そ
の
阜
盛
を
図
っ
た
一
種

の
合
理
化
策
で
あ
っ
た
。

(3) 

駅
の
移
動
・
移
属

既
に
見
た
知
く
、
駅
は
特
定
の
都
県
に
属
し
、
主
邑
が
必
要
と
す
る
使
客
支
待
・
立
馬
な
ど
の
業
務
を
行
な
う
一
方
で
、
主
邑
の
援

助
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
上
、
駅
と
主
口
巴
は
近
距
離
に
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
か
っ
た
が
、
郡
県
制
の
性
格
上
、
現
実
に
は
、
必

ず
し
も
駅
が
主
自
の
境
域
内
に
存
在
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
駅
と
主
邑
の
懸
隔
は
、
駅
務
遂
行
上
の
障
害
と
な
り
、

民
を
疲
弊
さ
せ
る
原
因
と
も
な
っ
て
い
た
た
め
、
何
ら
か
の
是
正
策
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
の
例
を
、
京
畿
道
陰
竹
県
の
無
極
駅
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
、

京
畿
監
司
嬢
陰
竹
蘇
監
林
穆
呈
啓
、
牒
属
無
極
騨
、
越
入
忠
州
之
地
、
距
牒
一
息
、
且
隔
大
川
、
夏
月
雨
水
漉
溢
、
則
過
渉
再
周
難
、

大
小
使
臣
行
次
迎
送
支
待
、
未
得
及
期
、
官
吏
受
責
不
細
、

又
官
吏
在
騨
、
阻
水
未
還
、
則
其
供
億
不
得
己
鍛
於
村
民
、
且
倭
客

往
来
絡
緯
、
数
多
輯
重
、
懸
民
越
忠
州
之
地
四
十
絵
里
、
累
日
韓
輪
、
人
馬
困
弊
、
若
此
者
皆
積
年
巨
弊
、
不
可
不
慮
、
騨
之
四
面
、

（
剖
）

皆
忠
州
村
落
、
請
将
騨
里
民
戸
九
十
六
田
三
百
十
三
結
九
十
六
卜
、
輿
蘇
附
近
忠
州
之
地
相
換
定
属
、



と
い
う
よ
う
に
、
無
極
駅
が
実
際
に
存
在
す
る
忠
州
牧
と
陰
竹
県
と
の
間
で
、
土
地
と
一
戸
口
を
交
換
し
、
無
極
駅
を
陰
竹
県
の
近
く
に

移
動
さ
せ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合
は
、
無
極
駅
と
陰
竹
県
と
の
属
関
係
は
継
続
さ
せ
た
ま
ま
、
駅
の
所
在
地
を
変
え
る
こ
と
が
論
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

逆
に
、
駅
自
体
に
は
変
化
が
な
く
、
属
す
る
主
邑
の
み
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
れ
が
移
属
で
あ
る
が
、

そ
の
一
例
を
、
忠
清

道
延
豊
県
安
冨
駅
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
世
宗
実
録
』
、
巻
四
十
三
、
十
一
年
（
一
四
二
九
）
正
月
笑
亥
条
に
は
、

戸
曹
啓
忠
清
道
延
豊
牒
人
等
上
言
、
本
勝
：
・
又
在
南
北
鞍
集
之
慮
、
本
朝
使
客
及
倭
客
甚
繁
、
加
以
妙
織
造
船
悟
役
難
支
、
逃
散

李朝初期の駅について

殆
室
、
請
以
犬
牙
相
入
椀
山
郡
東
面
・
毛
香
・
甲
呑
・
長
嶺
・
乃
火
・
石
院
・
代
城
・
：
安
冨
騨
等
地
、
割
属
本
勝
、
使
得
阜
盛
、

不
失
官
瞬
、
命
下
本
道
分
耕
、
以
聞
本
道
啓
、
椀
山
東
面
・
角
乎
・
費
淵
・
吾
田
及
安
冨
騨
等
地
、
距
梶
山
甚
遠
、
宜
割
属
延
豊
、

と
あ
っ
て
、
安
冨
駅
が
椀
山
郡
か
ら
延
豊
県
へ
と
、
主
邑
を
変
え
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
移
属
の
契
機
は
、
延
豊
県
人
が
、
県
と

し
て
の
負
担
を
果
し
う
る
土
地
と
戸
口
の
補
充
を
願
い
出
た
こ
と
に
あ
り
、
駅
自
体
の
要
請
に
依
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
移
属
が
実
現
し
た
根
拠
と
し
て
、
安
冨
駅
が
楓
山
郡
か
ら
遠
く
、
む
し
ろ
延
豊
県
内
に
越
入
し
て
い
る
と
い
う
地
理
的
条
件
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
移
属
の
結
果
、
駅
と
主
邑
の
距
離
は
狭
ま
っ
た
筈
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
移
動
・
移
属
の
例
は
、

比
較
的
少
な
い
よ
う
で
、

『
世
宗
実
録
』

地
理
士
市
中
に
は
、

ω全
羅
道
茂
朱
県
所
川
駅
藷
建
蒔
f
件
情
移
踊
駅
前
一

ω全
羅
道
康
津
県
鎮
原
駅
尚
一
暢
一
場
一
一
位
践
的
艶
齢
械
一
削
伊
愚
政
宗
十

ω京
畿
道
振
威
県
警
好
駅
林
一
蹴
一
水
一
伊
一
山
一
松
町
，

15 

の
三
例
が
発
見
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

ωの
場
合
、

爽
註
に
見
え
る
茂
豊
は
、

茂
朱
の
古
名
で
あ
る
か
ら
、

も
と
も
と
茂
朱
県
の
境
域



16 

内
に
あ
る
所
川
駅
が
一
時
的
に
錦
山
郡
所
属
の
駅
と
な
っ
た
が
、
太
宗
十
四
年
（
一
四
一
四
年
）
、
再
び
茂
朱
県
の
駅
と
な
っ
た
と
い

ヲ
門
事
実
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
場
合
も
移
属
に
よ
り
、
駅
と
主
巴
の
距
離
は
狭
ま
り
、
駅
務
の
遂
行
は
容
易
に
な
っ
た

筈
で
あ
る
。
ま
た
、
凶
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
同
様
の
内
容
が
、
同
地
理
志
、
全
羅
道
茂
珍
郡
条
に
「
古
有
鎮
原
騨
、
本
朝
太
宗
十
七

年
丁
酉
、
内
廟
移
康
津
時
井
徒
」
と
見
え
て
い
る
。
各
々
「
因
移
置
子
此
」
「
井
徒
」
と
あ
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
鎮
原
駅
は
、
内
腐
の

(4) 

駅
道
の
改
編

移
属
に
随
伴
し
て
茂
珍
郡
か
ら
康
津
県
へ
と
主
巴
を
変
え
た
も
の
の
、
主
巴
で
あ
る
康
津
県
の
境
域
内
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

仰
の
脊
好
駅
は
、
世
宗
六
年
ご
四
二
四
年
）
、
振
威
県
阜
盛
策
と
し
て
岡
県
に
移
属
さ
れ
た
が
、
十
四
年
後
に
は
、
再
び
水
原
都
護

（お）

府
の
属
駅
に
戻
っ
て
い
る
。

以
上
の
諸
例
よ
り
推
測
す
れ
ば
、
移
動
・
移
属
は
、
駅
と
主
邑
の
距
離
を
狭
め
、
主
巴
の
負
担
を
軽
減
し
、
且
つ
、
交
通
・
通
信
業

務
の
円
滑
な
運
営
を
可
能
に
す
る
方
向
で
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

朝
鮮
の
駅
は
、
駅
道
と
呼
ば
れ
る
駅
の
集
合
体
を
形
成
し
て
お
り
、
各
道
に
駅
丞
、
若
し
く
は
察
訪
が
一
名
、
す
つ
置
か
れ
て
い
た
。

駅
丞
は
従
九
品
、
察
訪
は
従
六
品
の
宮
で
、
各
々
、
印
信
を
授
与
さ
れ
、
駅
馬
の
準
備
・
使
客
支
待
・
流
民
の
捕
獲
な
ど
の
駅
務
の
遂

行
や
、
駅
吏
の
流
亡
防
止
な
ど
駅
内
の
諸
務
に
関
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
駅
丞
・
察
訪
の
職
掌
と
、
彼
ら
が
、
定
期

的
に
駅
道
内
を
巡
察
す
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
駅
道
と
は
、
駅
丞
・
察
訪
の
管
轄
区
と
み
な
し
う
る
が
、
李
朝
初
に
は
、
こ
の

駅
道
の
改
編
が
、
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
た
。
部
分
的
な
改
編
例
を
除
外
し
て
全
国
的
規
模
の
も
の
に
限
定
し
て
も
、
世
祖
コ
一
年
（
一
四

五
七
年
）
・
同
六
年
（
一
四
六

O
年
）
・
同
八
年
（
一
四
六
二
年
）
の
三
次
に
わ
た
る
改
編
が
挙
げ
ら
れ
る
。



ま
ず
、
第
一
次
の
改
編
で
は
、
園
都
周
辺
の
京
畿
諸
駅
及
び
江
原
・
忠
清
道
の
一
部
の
駅
を
、
京
畿
左
右
道
・
京
畿
忠
清
左
右
道
・

京
畿
江
原
道
の
五
道
に
分
ち
、
各
々
に
察
訪
を
置
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
忠
清
・
慶
尚
・
全
羅
道
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

幾
つ
か
の
駅
道
を
合
一
す
る
方
針
を
と
り
、

利
仁
道
・
時
輿
道
・
金
井
道
↓
利
仁
道

栗
峯
道
・
増
若
道
・
そ
の
他
二
駅
↓
増
若
道

昌
楽
道
・
安
寄
道
↓
安
寄
道

李朝初期の釈について

幽
谷
道
・
長
守
道
↓
長
守
道

金
泉
道
・
沙
斤
道
↓
沙
斤
道

省
幌
道
・
黄
山
道
↓
黄
山
道

召
村
道
・
自
如
道
↓
百
村
道

済
原
道
・
奨
樹
道
・
そ
の
他
四
駅
↓
奨
樹
道

参
礼
道
・
鷲
谷
道
・
そ
の
他
五
駅
↓
参
礼
道

青
厳
道
・
永
保
道
・
そ
の
他
五
駅
↓
永
保
道

麟
麟
駅
・
青
丹
道
↓
青
丹
道

と
、
十
一
の
駅
道
が
新
た
に
成
立
し
、
各
々
、
駅
丞
に
代
え
て
察
訪
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
一
明

し
か
し
、
こ
の
駅
道
は
、
そ
の
ま
ま
定
着
す
る
こ
と
は
な
く
、
三
年
後
の
第
二
次
改
編
で
、
個
々
の
駅
の
駅
道
移
属
や
、
駅
道
の
合

17 

併
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
時
の
改
編
内
容
は
表
3
の
知
く
で
あ
る
が
、
改
編
の
際
に
は
、
単
に
駅
道
単
位
で
機
械
的
に
合
一
し
て
し
ま
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う
の
で
は
な
く
、
距
離
を
考
慮
に
入
れ
た
駅
道
編
成
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
世
祖
八
年
二
四
六
二
年
）
に
は
、
三
度
目
の
駅
道

改
編
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
成
立
し
た
駅
道
（
表
4
）
は
、
若
干
の
例
外
を
除
い
て
、
『
経
国
大
典
』
所
載
の
駅
遵
と
、
略
々
一

致
し
て
お
り
、
李
朝
の
駅
道
の
基
本
型
は
、
世
祖
八
年
に
定
ま
っ
た
こ
と
が
判
る
。

表
3

世祖六年（一四六O年）の駅道改編（『世祖実録』巻十九、六年二月壬子条による）

全 京
慶 尚 忠清 道

羅 畿

奇道安
黄

霊斤沙道 守道長 羅道松 栗峯道 利道
成

山
歓道

道
駅

察訪 察訪 察訪 察訪 察訪 察訪
察
察訪 察訪

道

訪
察訪

19 25 38 31 31 14 21 27 22 
駅 駅 駅 駅 駅 駅 駅 駅 駅 23 
） ） ） ） ） ） ） ） ） 

駅
） 

道

量喜望
黄山
村道召 斤沙道
幽
奇道安 話栗峯道 利道

成
林道重谷

道歓
道

駅所管十九所管十 所管 所管十 所管 所管 所管
所管十駅
所管 所管

四 七 五 七
駅 駅 十 五 駅 駅 駅 駅 駅
五 駅 駅

奇道安
省 駅

守道長 連道原 金井道

所霊
化同 改

明道
金道泉 守道長自 駅

所管十 所管十 如道 所管
/'.,. 

所管七 所管十
所管

所管十 所管十 移属

所管十
，、 ノ、 ノ、

五 駅 駅 駅 駅 編

i駅をロ:,.. i駅を口h、

ム

永f道呆
駅ノ、

駅 駅 黄 黄

若葉増草主駅 Aを口、iを口:,.. 山

時書管道所管
所管

内
四
駅 駅 五 駅 駅

iをロ:,.. 主駅 iを口入
lを口:,.. 
栗

峯道
/'.,. '.reτ～f ， 

移属 所管

l駅をロ:,.. 



表
4 

世
祖
八
年
（
一
四
六
二
年
）
の
駅
遭
改
編
（
『
世
祖
実
録
』
巻
二
十
九
、
八
年
八
月
丁
卯
条
に
よ
る
）

李朝初期の駅について

慶尚 全 羅 J申じれ 1青 道

長
景陽道 碧沙道 済原道 厳青道 撃樹道さ 参礼道

金井 輿時 利道
成 栗 連

水 歓道 峯道 原道
道 道 道 駅
（ （ （ 

波川二』、 察
（ （ （ （ 

最ペ＂、

（ 

決κJ、寂＂、 駅 駅 持dベ功z、 寂えに』、 駅 属R 駅 俊訪之＂、
訪 丞 丞 訪 訪 訪 訪 丞 丞 丞 訪 訪

16 7 10 5 12 12 13 9 8 10 12 17 14 
） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） ） 

路

朝長
景陽
碧
済原 厳青 主樹プ欠ミご 内才礼参

金
興時
手日 成 徳栗 吾連原

水 沙 井 歎 留峯
乎賜 ・

イ於九 清 徳、
鎮原 達i実 永申

昌
谷鴛
光 徳~ヨヨ 檎楊 事庁 会i同警事前警 ・丹

・通 奇 活 時 恩 泉南月・
古文・
谷清
加休
通
所JI I 仙厳 東道 石半 竜 日 竜 金蹄 新猪

黄

・景 路 谷 興 回 興山 t工

庇牛

・．

人 日リ 丹 新安
応、 烏 世 花 銀

ノ長ロ八ロ. 
舎長 * 所1小ゴ 物 珍 嶺 嶺 原 JI I JI I 山 林中易 山
－． 

華陽 獣富 南 玉 事ま ヲ月｜ 葛 夢熊 長 霊檎 迎春 原巌 郎台 陰安
利 包 i少 輩 時

梁押 新gヨl 千示 加 矢口 扶 海 ]I頂
宿鴻 日 化時

安
山 里 申 興 門 城 新 品

属
毛
富大 可申 景申 湯水 蘇安

青 興 新 広 若増 豊新
良 i閉 世 谷 程

阿 j皮 広 栗良 寸 豊
汲泉 豆 敬

嘉
火 I青 幸司 谷 回 谷 天 禾 山

義 陽 ，烏
洛水 良才 下 イ脊ヒ

平 士 J:j¥ 
♂小口 ；工 中本 JI I JI I 破 原 駅

主寛
楽昇 f刀呆'( t恵 居 詰よ工~ 金 Ji頂

安用
陽 山 田 i少 陽

f甫Jj 
巌丹 益申 原JI! 丹 化

長林
平

沙
里

松青
直属 減 惟鳩 田

霊泉
居 原 民

19 
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慶 尚 道

羅道松
黄 自

村道召 沙斤道
幽
出省見 金泉道 楽道昌山 主日 谷道

道 道 道 駅
（ （ （ （ （ （ （ 

佼l訪，、 健訪司、駅 駅 駅 駅 駅 決d句、 俊之リ、

丞 丞 丞 永 丞 訪 訪

13 11 13 16 15 18 19 21 16 
） ） ） ） ） ） ） ） ） 

路

山羅松 黄 大自 背屯 村召 粟院 斤沙 洛原 幽谷 警高 平高 金泉 琴召 楽昌山 山知
・． ・． ．． ・． ．． ・．

南 輸
珠近 烏壌富多 馬団 蹄関 上林柳城 温井 凡於 楊原 文山 通明 竹洞山

登i酉
．． ・－ ・． ・． ・． ・．

清）｜｜ 
良
令常 永昌 横甫 谷正 迎香徳通

~主7主
東安 秋豊 破鉄保昌

民 門）｜｜

中内 ・． －． ．． ．． ・－
r小コ 蘇 新豊 知文

回毎 イ九知
也内 水安 楊川 作乃

青平 戸庁
lむ 南和 5爾f呆 路思

寧陽
・． ・． －． 

休
報平
平
有隣 谷安守山 望書金 扶饗 谷長

道
山 居 山 j同 深

望 ・． ・． －． 
gヨヨ 新

春谷
徳 新 i召妥 警渓警 仁昌良j同 林安 茂村 宮安

明 事庁 興

大松
・． －． 属

阿 巴 とiフ少土E手
南
渓安 霊浦 竜駕 鎮八 草省 郊安

月

和目
・．

日干 赤 浦良 沙平 j平各 幽
動虞星奇

幽
谷 項 山 j同

文 －． 
居 堀 省

栗官 守正 洛東
無
金陽 踏渓

安
火 法 記 奇 駅

雲青
富平 南 渓東

安 i陽各 機JI I 彦安
泉名王品正i

澗

峯山
徳

徳泉
山 キ公 新安 洛西

買
茂i美

喧コェEョFξ 

道 田 山

陸 金
1λ二1、 丘

i碧渠 林長 西之
舌
蹄松

角 櫨 化



李朝初期の駅について

そ
道の 黄海 江 原

f也

鹿麟道足
青
雲祥道 平道陵 保安道 銀渓道

丹道
駅

察訪
察

（ （ 

寂，，、 多えに』気、駅 駅

訪 丞 丞 訪 訪

11 9 16 15 30 17 
） ） ） ） ） ） 

路

七 戯麟 青 朝珍雲祥 丘山 平陵 方林丘丹保安 仁水 銀渓
察姑

丹

訪 安 南山 登路蒼連 水界 達孝 和大安昌仁嵐 奴馬 新安
及 山
威 ・－ －． ・－． ．． 
吉 文 金 豊巨色五 徳冬徳神 珍神林 冨 富林大昌
道 羅 谷 富昌

平事
・． ・－． ．． 

キト J采
徳貞 イ降山

守 横渓 新安 嵐校 瑞雲 所
山 j同 山 興保

・．． ・－
訪 真木

新 麟正 興富 丹高楊淵原昌
林生

｛苔乃 行 川昌
－－． 

延 望 I青 沃 臨渓延平連峯
玉

陽 汀 i間 原 i同
・． 属

ヌじ 金剛
竹 竜化 薬水甘泉 乾｝｜｜ 山 j包

・．
ホ満”l、きて 羅交 雪τZ皆五ず 寸入宅

平安 蒼峯
竜

根 可 j幸
－． 

新 維 日月
史直 呑碧 豊葛

山
興 安 j皮 陽 駅

・．
位羅 大 楽豊 好善 烏原 原JI I 江

－． 
所串

f号 安 徐糧興安
方

主民7 JI I 
・．

珍主，Z司与巳 大昌 雲交原由 舎春

以
上
は
、
駅
道
改
編
の
経
緯
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
数
次
に
わ
た
る
改
編
が
行
な
わ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
駅
道
の
管
轄
者
で

あ
る
駅
丞
・
察
訪
の
任
命
と
の
関
連
で
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
李
朝
に
入
っ
て
、
最
初
に
駅
に
置
か
れ
た
の
は
駅
丞
で
あ
り
、

こ
れ
に
は
、
京
街
前
で
あ
る
書
吏
の
去
官
者
で
、
叙
用
試
に
合
格
し
た
者
が
あ
て
ら
れ
た
が
、
駅
丞
中
に
は
、

そ
の
任
に
耐
え
な
い
者

が
多
か
っ
た
た
め
、
往
々
、
駅
の
凋
弊
を
招
く
原
国
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
駅
丞
を
廃
止
し
、
新
た
に
、
察
訪
を
各
駅
道
に
配
置
す
る

こ
と
が
再
三
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
行
な
わ
れ
た
の
が
、
第
一
次
の
改
編
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
複
数
の
駅
道
を

21 

合
併
し
、

一
駅
道
当
り
の
駅
数
を
増
し
た
の
は
、
高
官
で
あ
る
察
訪
に
広
い
範
囲
を
委
任
し
た
た
め
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
駅
道
拡
大
の
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結
果
、
兵
曹
啓
、
諸
道
諸
騨
革
丞
置
察
訪
、
或
井
三
二
一
西
道
為
一
道
、
然
騨
路
遼
遠
、
不
得
以
時
巡
冊
一

と
い
う
よ
う
に
、
駅
道
内
へ
の
察
訪
の
監
督
が
行
き
届
き
に
く
く
な
っ
た
。
そ
の
改
善
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
の
が
第
二
次
の
改
編
で

あ
る
。
続
く
、
第
三
次
の
改
編
は
、
距
離
の
み
な
ら
ず
、
駅
の
重
要
度
も
改
編
の
基
準
と
し
、
よ
り
効
率
的
な
駅
道
編
成
を
図
っ
た
も

の
で
あ
る
ド
ま
た
、
こ
の
時
に
は
、
駅
道
が
細
分
化
さ
れ
て
、
個
々
の
駅
丞
・
察
訪
の
所
管
駅
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
駅
道
内
の

諸
駅
に
対
す
る
駅
丞
・
察
訪
の
監
督
は
、
よ
り
密
な
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お

わ

以
上
の
よ
う
に
、
李
朝
初
に
於
い
て
、
数
次
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
駅
道
の
改
編
は
、
駅
道
の
管
轄
者
と
管
轄
範
囲
の
確
定
に
至

る
試
行
錯
誤
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
過
程
を
通
じ
て
、
駅
道
の
合
理
的
編
成
が
整
い
、
ま
た
、
駅
丞
・
察
訪
を
通
じ
た
国
家
の
駅

に
対
す
る
管
理
力
が
強
化
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

李
氏
朝
鮮
王
朝
の
陸
上
交
通
・
通
信
網
の
中
心
的
役
割
を
果
す
機
関
と
し
て
駅
が
存
在
し
て
い
た
。
駅
は
具
体
的
に
は
衆
落
で
あ
り
、

そ
こ
を
本
籍
と
す
る
者
は
駅
吏
と
呼
ば
れ
、
世
襲
的
に
駅
役
を
課
さ
れ
た
。
駅
吏
の
他
に
も
、
駅
奴
牌
・
日
守
な
ど
が
駅
の
労
働
力
基

盤
と
な
り
、
彼
ら
に
は
駅
田
が
給
さ
れ
、
各
々
の
生
活
の
資
や
駅
の
必
要
経
費
・
駅
馬
の
購
入
費
用
な
ど
が
駅
田
か
ら
捻
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
李
朝
初
期
に
は
、
駅
路
の
整
備
・
駅
道
の
改
編
な
ど
を
通
じ
て
駅
の
阜
盛
や
国
家
の
駅
管
理
の
強
化
が
進
ん
だ
。
以
上
が
小
稿

に
述
べ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
交
通
の
発
達
は
、
潜
在
可
用
資
源
・
技
術
の
開
発
と
拡
大
を
助
け
、
社
会
の
諸
組
織
の

機
能
上
の
結
合
を
強
め
、
こ
う
し
て
出
現
し
て
く
る
人
文
域
の
発
展
は
時
の
政
治
権
力
の
諸
般
の
社
会
効
果
を
高
め
る
た
め
、
王
朝
は
、



統
治
下
の
突
通
体
系
の
調
整
を
合
理
化
し
洗
練
さ
せ
て
一
つ
の
均
衡
を
樹
立
す
る
方
向
に
努
力
を
傾
注
す
る
筈
で
あ
的
↑
李
朝
の
場
合

も
、
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
李
朝
初
の
駅
に
見
ら
れ
る
諸
変
化
は
、
従
来
の
主
邑
と
の
属
関
係
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
駅
を
、
王
朝
が
、

中
央
集
権
化
に
不
可
欠
な
通
信
・
交
通
網
の
中
に
、
確
実
に
組
み
込
み
、
主
巴
の
介
在
を
排
除
し
て
、
駅
の
直
接
的
な
掌
握
を
図
ら
ん

と
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

李朝初期の駅について23 

（
一
九
八
二
・
九
・
二
二
稿

1 j:主

内
藤
簡
輔
「
高
麗
騨
侍
考
」
（
『
歴
史
と
地
理
』
第
三
十
四
巻
第
四
・
五
号
、
一
九
三
四
年
、
七
八
一
三
六
頁
）
。
江
原
正
昭
「
高

麗
時
代
の
駅
に
つ
い
て
」
（
『
鎮
西
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九
七

O
年
、
二
二
｜
八
二
頁
）
。

李
朝
の
駅
に
関
す
る
従
来
の
研
究
と
し
て
は
、
震
壇
学
会
『
韓
図
史
｜
近
世
前
期
篇
』
（
ソ
ウ
ル
、
一
九
六
二
年
、
四
八
八
五
一

八
頁
）
、
金
雲
泰
『
朝
鮮
王
朝
行
政
史
（
近
世
篇
）
』
（
ソ
ウ
ル
、
一
九
七

O
年
、
一
七
一
一
七
六
頁
）
に
、
制
度
上
の
概
略
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
李
朝
初
期
の
郡
県
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
そ
の
研
究
は
多
い
が
旗
田
観
『
朝
鮮
中
世
社
会
史
の
研
究
』
（
法
制
大

学
出
版
局
、
・
一
九
七
二
年
）
、
武
田
幸
男
「
高
麗
・
李
朝
時
代
の
属
県
」
（
『
史
学
雑
誌
』
七
十
二
｜
八
、
一
九
六
三
年
）
、
吉
田
光
男
「
李

朝
初
の
地
方
支
配
に
つ
い
て
｜
『
世
宗
実
録
』
地
理
志
姓
氏
条
の
性
格
検
討
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
四
四
｜
五
、
一

九
七
九
年
）
等
が
重
要
で
あ
る
。

『
経
国
大
典
註
解
』
後
集
上
、
吏
典
、
郵
駅
条
。

『
世
宗
実
録
』
、
巻
二
十
七
、
七
年
正
月
辛
卯
条
。

2 
（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

『
太
祖
実
録
』
、
巻
二
、
元
年
九
月
壬
寅
条
。

『
太
宗
実
録
』
、
巻
十
九
、
十
年
四
月
辛
丑
条
。

『
太
宗
実
録
』
、
巻
十
九
、
十
年
一
月
乙
未
条
。

駅
田
に
関
し
て
は
、
「
李
朝
初
期
に
お
け
る
公
的
土
地
所
有
と
し
て
の
公
田
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
七
十
四
輯
、

六
頁
）
を
始
め
と
す
る
有
井
智
徳
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

『
太
宗
実
録
』
、
巻
七
、
四
年
二
月
辛
巴
条
。

一
九
七
五
年
、

九
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（叩）
（日）
（臼）
（日）

『
太
宗
実
録
』
、
巻
七
、
四
年
五
月
笑
亥
条
。

凡
正
了
一
名
給
徐
丁
、
使
之
出
財
力
、
以
助
正
丁
、
園
俗
謂
之
奉
足
、
（
『
世
宗
実
録
』
、
巻
七
、
二
年
正
月
乙
巳
条
）
。

『
成
宗
実
録
』
、
巻
六
、
元
年
七
月
乙
酉
条
。

駅
吏
の
婚
姻
は
、
必
ず
し
も
同
一
身
分
内
で
行
な
わ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
当
色
婚
以
外
の
所
生
の
身
分
に
関
し
て
種
々
の
規
定
が

存
在
す
る
。
例
え
ば
、
駅
吏
と
そ
の
自
己
縛
妾
の
所
生
は
、
従
父
し
て
駅
吏
と
な
り
、
駅
女
が
百
姓
に
嫁
し
た
場
合
は
従
父
し
て
良

人
と
す
る
が
、
そ
の
う
ち
母
に
随
っ
て
駅
役
を
な
す
者
は
、
助
役
百
姓
と
称
し
て
現
居
駅
に
属
さ
し
め
た
（
『
世
宗
実
録
』
、
巻
二
十
六
、

六
年
十
一
月
笑
酉
条
）
。
ま
た
、
駅
吏
が
公
賎
を
要
っ
た
り
、
駅
女
が
公
購
に
嫁
し
た
場
合
、
そ
の
所
生
中
、
自
願
す
る
者
に
は
、

一
代
に
限
り
田
を
与
え
て
立
馬
さ
せ
た
（
『
成
宗
実
録
』
、
巻
二
十
一
、
三
年
八
月
辛
未
条
）
。
以
上
の
よ
う
に
、
所
生
の
身
分
規
定
は
、

本
来
な
ら
ば
、
他
役
に
充
足
さ
れ
る
べ
き
所
生
に
つ
い
て
も
駅
役
を
課
す
方
向
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
不
足
し
が
ち
な

駅
の
労
働
力
の
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
世
宗
実
録
』
、
巻
二
十
七
、
七
年
二
月
乙
丑
条
。

『
世
宗
実
録
』
、
巻
二
十
七
、
七
年
正
月
辛
卯
条
。

『
世
宗
実
録
』
、
巻
二
十
五
、
六
年
七
月
笑
巳
条
。

『
成
宗
実
録
』
、
巻
六
十
二
、
六
年
十
二
月
己
卯
条
。

平
安
道
以
外
で
も
、
特
に
凋
落
の
激
し
い
駅
に
は
、
駅
付
近
の
富
戸
に
給
田
し
て
立
馬
さ
せ
、
助
役
と
称
す
る
場
合
が
あ
っ
た
（
『
世

祖
実
録
』
、
巻
十
五
、
五
年
正
月
美
卯
条
）
。

『
世
宗
実
録
』
、
巻
二
十
八
、
七
年
四
月
庚
午
条
。

『
世
祖
実
録
』
、
巻
二
十
八
、
八
年
五
月
笑
卯
条
。

江
原
・
武
田
・
吉
田
各
氏
上
掲
書
。

『
成
宗
実
録
』
、
巻
百
二
十
二
、
十
一
年
十
月
葵
亥
条
。

『
世
宗
実
録
』
、
巻
二
十
八
、
七
年
六
月
辛
酉
条
。

駅
司
の
構
成
を
知
る
一
助
と
し
て
東
北
商
の
諸
枯
に
置
か
れ
た
祐
司
の
構
成
を
見
れ
ば
、
吏
ニ
・
日
守
両
班
五
・
舘
夫
五
・
急
走
人

五
・
馬
夫
十
五
（
『
太
祖
実
録
』
、
巻
十
一
二
、
七
年
二
月
庚
辰
条
）
と
な
っ
て
お
り
、
砧
司
が
、
交
通
上
の
施
設
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ

（

H
）
 

（日）
（日）
（口）
（日）

（
四
）
（
却
）
（幻）
（
位
）
（
お
）
（但）
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と
を
窺
わ
せ
て
く
れ
る
。

『
太
宗
実
録
』
、
巻
三
十
、
十
五
年
十
二
月
了
丑
条
。

表
2
中
の
合
排
は
、
遁
馬
所
で
あ
り
、
「
平
安
道
監
司
啓
、
道
内
合
排
、
依
他
道
例
騨
丞
差
下
、
上
回
大
山
長
谷
無
田
之
地
、
強
緊

平
民
稽
矯
合
排
、
鈎
減
雑
倍
、
只
令
立
馬
侍
送
公
文
而
己
」
（
『
世
宗
実
録
』
、
巻
十
九
、
五
年
二
月
壬
子
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
駅

と
同
じ
く
、
立
馬
・
公
文
書
の
伝
送
を
行
な
っ
た
。

但
し
、
新
駅
の
中
に
は
、
そ
の
成
立
事
情
が
判
明
す
る
駅
も
若
干
あ
る
。
例
え
ば
、
慶
尚
道
星
州
牧
新
駅
は
、
星
州
の
属
県
で
あ
る

八
宮
県
内
に
存
在
し
た
が
、
『
慶
尚
道
地
理
志
』
八
苦
県
条
に
は
、
「
騨
一
、
新
騨
、
水
向
騨
、
在
歳
甲
午
、
開
寧
豚
扶
鯵
（
騨
合
属
」

と
あ
っ
て
、
『
高
麗
史
』
、
騨
姑
条
に
見
え
る
八
苦
県
水
郷
（
郷
・
向
は
同
音
I
引
用
者
）
駅
と
、
開
寧
県
扶
嬰
駅
が
合
属
し
て
で
き

た
も
の
で
、
新
駅
と
い
う
も
の
の
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
後
述
す
る
合
排
の
例
に
当
る
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
、
そ

の
他
の
多
く
は
、
成
立
経
緯
が
判
然
と
し
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
二
応
新
設
と
み
な
し
、
詳
細
は
後
日
を
期
し
た
い
。

『
世
宗
実
録
』
、
巻
一
、
即
位
年
九
月
丙
子
条
。
『
世
宗
実
録
』
、
巻
六
十
三
、
十
六
年
三
月
庚
寅
条
。

『
世
宗
実
録
』
、
巻
百
八
、
二
十
七
年
四
月
乙
丑
条
。
『
世
宗
実
録
』
、
巻
百
十
五
、
二
十
九
年
正
月
丁
丑
条
。

『
世
祖
実
録
h

、
巻
十
五
、
五
年
正
月
笑
卯
条
。

『
成
宗
実
録
』
、
巻
六
、
元
年
七
月
乙
酉
条
。

『
世
宗
実
録
』
、
巻
二
十
一
二
、
六
年
三
月
辛
丑
条
。

『
世
祖
実
録
』
、
巻
七
、
一
二
，
年
四
月
辛
百
条
。

『
世
宗
実
録
』
、
巻
三
十
五
、
九
年
正
月
辛
亥
条
。

『
世
宗
実
録
』
、
巻
二
十
四
、
六
年
四
月
丙
寅
条
。
同
巻
八
十
、
二
十
年
三
月
己
亥
条
。

『
世
祖
実
録
』
、
巻
九
、
三
年
コ
一
月
笑
酉
条
。

『
世
祖
実
録
』
、
巻
十
九
、
六
年
二
月
壬
子
条
。

『
世
祖
実
録
』
、
巻
二
十
九
、
八
年
八
月
丁
卯
条
o
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